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大

学

は

じ

め

に

今
回
の
日
本
仏
教
学
会
は

仏
教
の
霊
魂
観

と
い
う
共
同
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
が
、
鳩
摩
羅
什
の
い
う
神
と
は
我
と
同
じ
く

ア
ー
ト
マ
ン
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

霊
魂
の
滅
不
滅
を
論
じ
た
神
滅
神
不
滅
の
論
争
は
六
朝
を
通
じ
て
非
常
に
活
発
に
論
じ
ら
れ
た
。
四
世
紀
、
東
晋
時
代
に
般
若
の
空
に

つ
い
て
種
々
の
研
究
が
な
さ
れ
、
各
種
の
義
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
承
け
て
大
乗
仏
教
に
お
け
る
最
高
の
空
理
解
を
中
国
仏
教
界
に

示
し
た
の
が
鳩
摩
羅
什
で
あ
る
。
し
か
し
、
余
り
に
仏
教
の
正
統
な
立
場
に
立
っ
た
鳩
摩
羅
什
の
空
思
想
は
門
下
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る

か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
、
中
国
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
本
稿
は
霊
魂
の
存
在
の
否
定
に
つ
な
が
る
自
我
の
否
定
、
い
う
な
ら
ば
霊
魂

の
否
定
の
基
礎
に
あ
る
非
神
論
す
な
わ
ち
鳩
摩
羅
什
の
神
滅
論
を
今
一
度
、
根
拠
と
す
る
文
献
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
検
証
し
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一

鳩
摩
羅
什
の
思
想
研
究
に
あ
た
っ
て

鳩
摩
羅
什
は
中
国
仏
教
史
を
代
表
す
る
大
訳
経
家
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
思
想
研
究
に
使
え
る
文
献
と
し
て
は
、

先
ず
廬
山
の
慧
遠
と
の
問
答
で
あ
る

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義

（

大
乗
大
義
章

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

注
維
摩
詰
経

所
収
の
鳩

摩
羅
什
の
注
釈
も
あ
る
。
そ
の
他
の
鳩
摩
羅
什
に
よ
る
翻
訳
経
論
も
他
の
異
訳
経
典
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
と
比
較

対
照
し
、
諸
訳
間
の
異
同
や
出
入
り
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
思
想
を

察
す
る
こ
と
が
可
能
で

２
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に

梁
高

僧
伝

や
僧
叡
ら
に
よ
る
経
序
の
な
か
に
も
鳩
摩
羅
什
の
思
想
に
関
連
す
る
所
が
あ
る
か
ら
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
鳩
摩
羅
什
の
思
想
研
究
の
材
料
と
な
り
う
る
の
は
こ
の
よ
う
な
文
献
で
あ
ろ
う
。

二

鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
活
動

鳩
摩
羅
什
は
弘
始
三
年
（
四
〇
一
）
十
二
月
二
十
日
に
入
関
し
た
こ
と
は
諸
文
献
で
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
確
実
で
あ
る
。
翌
弘

始
四
年
に
は
翻
訳
活
動
が
開
始
さ
れ
て

３
い
る
。
鳩
摩
羅
什
の
没
年
に
つ
い
て
は
塚
本
善
隆
博
士
が

鳩
摩
羅
什
法
師
誄

で
は
な
く

梁

高
僧
伝

に
拠
っ
て
説
い
た
弘
始
十
一
年
（
四
〇
九
）
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と

４
え
る
。
こ
の
間
、

出
三
蔵
記
集

に
よ
れ
ば
三
十
五

部
二
百
九
十
四
巻
を
翻
訳
し
て
い
る
。
初
期
に
は

般
若
経

、

法
華
経

、

維
摩
経

の
重
訳
が
主
に
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
龍
樹
系
の

大
乗
論
書
を
訳
し
、
中
観
系
の
教
説
を
中
国
仏
教
界
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
翻
訳
の
初
期
の
経
典
類
は
す
で
に
以
前
の
訳
経
家
に
よ
っ
て

漢
訳
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
味
が
不
明
瞭
な
た
め
な
ど
の
理
由
で
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

鳩
摩
羅
什
の
入
関
以
前
、
中
国
に
於
い
て
は

般
若
経

研
究
に
基
づ
き
、
種
々
の
空
理
解
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
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で
、
鳩
摩
羅
什
門
下
の
僧
肇
撰
述
の

肇
論

不
真
空
論
で
は
心
無
義
・
即
色
義
・
本
無
義
を
挙
げ
て
論
破
し
て
い
る
。

鳩
摩
羅
什
に
対
す
る
評
価
の
う
ち
、
と
り
わ
け
そ
の
翻
訳
活
動
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
や
は
り
門
下
で
あ
る
僧
叡
撰
述
の

毘
摩
羅
詰
提
経
義
疏
序

で

５
あ
る
。

此
の
土
、
先
に
出
せ
し

經
、
識

性

に

い
て
明
か
に
言
う
處
少
な
く
、
存

の

は
其

の
處
甚
だ
多
し
。
中
百
二
論
の

は
未
だ
此
に
及
ば
ず

と
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
以
前
の
魏
晋
仏
教
界
は
、
流
行
の
老
荘
学
に
寄
託
し
て

般
若
経

や

維
摩
経

に
説
か
れ
る
大
乗
の
空
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
格
義
仏
教
の
全
盛
時
代
で
あ
り
、
種
々
の

経
典
が
訳
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
識
神
の
性
空
を
明
言
す
る
も
の
は
少
な
く
、
神
が
存
す
る
と
す
る
経
文
が
甚
だ
多
か
っ
た
。
中
論
、

百
論
の
二
論
は
ま
だ
こ
の
地
に
及
ん
で
い
な
い
。
広
く
通
じ
て
い
る
師
も
な
く
、
誰
も
正
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
。
鳩
摩
羅
什
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
中
観
の
空
思
想
の
真
意
が
正
し
く
伝
え
ら
れ
、
無
我
の
義
が
大
変
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て

６
い
る
。

翻
訳
の
経
文
で
は
な
く
と
も
、

超
の
奉
法
要
に

無
常
宅
、

靡
停
、
謂
之
非
身

（
大
五
二
、
八
八
中
二
三
）
と
あ
る
も
の
な
ど

も
存
神
の
説
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら

７
な
い
。

論
書
に
つ
い
て
は
、
中
観
思
想
を
代
表
す
る
三
論
の
う
ち
、

中
論

・

百
論

の
二
論
ま
で
も
重
訳
再
治
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
論
が
、
中
国
仏
教
に
は
全
く
未
知
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
龍
樹
系
中
観
仏
教
を
代
表
す
る
、
高
度
な
哲
学
的

内
容
を
も
っ
た
論
書
で
あ
っ
た
か
ら
と
見
ら
れ
て

８
い
る
。

鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
方
針
に
つ
い
て
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
鳩
摩
羅
什
が
中
国
に
必
要
と
思
っ
た
も
の
を
訳
し
た
と
さ
れ
る
点
で

あ
る
。
僧
叡
の

大
智
釈
論
序

及
び
出
論
後
記
で
あ
る

大
智
論
記

に
よ
れ
ば
、
今
日
現
存
す
る
鳩
摩
羅
什
訳

大
智
度
論

百
巻

は
羅
什
の
判
断
に
よ
っ
て
原
本
の
三
分
の
一
に
圧
縮
さ
れ
た
も
の
で
、
般
若
経
の
第
二
品
以
下
に
つ
い
て
は
要
点
の
み
を
取
り
出
し
た
も

の
と
さ
れ
て

９
い
る
。
こ
の
よ
う
に
論
序
、
論
記
で
は

大
智
度
論

は
全
巻
訳
さ
れ
て
い
な
い
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
研
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究
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

大
智
度
論

に
は
明
ら
か
に
羅
什
の
も
の
と
思
わ
れ
る
言
葉
や
説
明
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
全
文
を
龍

樹
の
著
作
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て

10
い
る
。
ま
た
、

百
論

に
つ
い
て
も
僧
肇
の

百
論
序

に
よ
れ
ば
、
本
来
二
十
巻

あ
っ
た
う
ち
、
前
半
十
巻
の
み
が
訳
さ
れ
た
だ
け
で
、
後
半
十
巻
は
漢
訳
さ
れ
て
い
な
い
と

11
い
う
。

三

鳩
摩
羅
什
の

神

に
つ
い
て
の
見
解

鳩
摩
羅
什
は
い
わ
ゆ
る
霊
魂
に
あ
た
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
ア
ー
ト
マ
ン
と
し
て
の
神
・
我
を
否
定

し
、
常
住
を
否
定
し
て
い
る
。

①

注
維
摩
詰
経

僧
肇
撰

注
維
摩
詰
経

に
残
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
の
注
に
お
い
て
、

神

が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
、
神

通
、
神
足
、
神
力
、
神
変
、
威
神
、
或
い
は
鬼
神
、
天
伎
神
、
悪
神
な
ど
の
何
々
神
と
し
て
用
い
ら
れ
る

神

、
更
に
神
徳
奇
絶
、
神

奇
と
い
う
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る

神

以
外
に
、
身
の
常
主
と
い
う
意
味
で

神

を
用
い
て
い
る

例
が
あ
る
。

什
曰
、
須
彌
地
之

也
。
此
地
大
也
。
下

水
火
風
地
其
四
大
也
。
惑

謂
四
大
有

、
亦
云

大
、
亦
云
有
常
。
今
制
以

力
明

不

也
。

之

芥
明
不
大
也
。

細
相
容
物
無
定
體
、
明
不
常
也
。
此
皆
反
其

封

其
幽

。
以
去
其
常

、
令

宗
有

12
塗
焉
。

惑
う
者
は
四
大
に
神
有
り
と
謂
う
。
亦
た
最
大
な
り
と
云
う
。
亦
た
有
、
常
な
り
と
云
う
。
今
、
制
す
る
に
道
力
を
以
て
神
な
ら
ざ
る
を

明
か
す
な
り
、
と
い
う
。

神

と
い
う
語
は
使
わ
れ
な
い
が
、
身
の
常
主
が
な
い
と
い
う
主
張
は
方
便
品
第
二
の
鳩
摩
羅
什
注
（
大
三
八
、
三
四
一
中
〜
三
四
二
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什
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上
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

維
摩
経

で
は
身
の
無
常
な
る
こ
と
を
聚
沫
、
泡
、
炎
、
芭
蕉
、
幻
、
夢
、
影
、
響
、
雲
、
雷
に
た

と
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
加
え
た
あ
と
で
、
身
を
地
水
火
風
の
四
大
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
そ
の
空
・
無
我
を
た
と
え
て
い
る
。
そ
の
な

か
の
経
文

是
身
無

。

如
地

（
是
の
身
は
主
無
し
。
地
の
如
き
た
り
。）
に
対
す
る
什
の
注
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
無
常

、

得
之
。
身
亦
無

。
隨
事
而
變
、
病
至
則

、
死
至
則
滅
。
聚
散
隨

不
得
自

13
在
也
。

地
に
は
常
主
無
く
、
強
者
之
を
得
。
身
も
亦
た
主
無
し
。
事
に
随
い
て
変
じ
、
病
至
れ
ば
則
ち
悩
み
、
死
至
れ
ば
則
ち
滅
す
。
聚
散
は
縁

に
随
い
て
自
在
を
得
ず
、
と
い
う
。
地
に
常
主
が
な
い
よ
う
に
身
に
も
主
と
い
う
も
の
は
な
い
と
い
う
。
僧
肇
も
羅
什
の
注
を
承
け
て

身
亦
然
耳
。
衆

。

合
則

、

散
則
離
。
何
有

宰
常

14
之

。

と
注
し
て
い
る
。
身
も
亦
た
然
る
の
み
。
衆
縁
の
成
す
所
な
り
。
縁
合
ず
れ
ば
起
こ
り
、
縁
散
ず
れ
ば
離
る
。
何
ぞ
真
宰
の
常
主
の
者
有

ら
ん
。
こ
の
よ
う
に
身
に
は
真
宰
常
主
は
な
い
と
い
う
。
真
宰
と
は
実
体
的
主
体
で
、
存
在
及
び
そ
の
は
た
ら
き
の
主
宰
と
な
る
も
の
を

意
味
す
る
。

鳩
摩
羅
什
、
僧
肇
の
こ
の
よ
う
な

え
は
廬
山
の
慧
遠
の

え
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

高
僧
伝

巻
六
所
収
の
、
慧
遠
が
劉
遺

民
に
記
さ
せ
た
東
晋
元
興
元
年
（
四
〇
二
）
の
般
若
台
精
舎
阿
弥
陀
像
の
前
で
の
発
願
文
（
白
蓮
社
の
記
）
の
中
で
こ
う
述
べ
ら
れ
る
。

蓋

、
可
以
感

、
而
不
可
以
迹
求
。
必
感
之
有
物
、
則
幽
路
咫
尺
。
苟
求
之
無

、
則
渺
茫

15
何
津
。

蓋
し
神
な
る
も
の
は
、
感
を
以
て
渉
る
べ
し
、
迹
を
以
て
求
む
べ
か
ら
ず
。
必
ず
之
を
感
ず
る
に
物
有
れ
ば
、
則
ち
幽
路
も
咫
尺
き
も
の

な
り
。
苟
も
之
を
求
む
る
に
主
無
け
れ
ば
、
則
ち
渺
茫
と
し
て
何
の
津
あ
ら
ん
、
と

16
い
う
。

神

に
は
す
が
た
な
く
探
し
よ
う
も
な
い
。

物
を
感
じ
る
能
力
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
存
在
を
証
明
で
き
る
。
精
神
の
主
宰
者
が
い
な
け
れ
ば
、
人
は
西
方
浄
土
の
神
界
に
至
り

え
な
い
、
と
い
う
。
追
求
す
べ
き
彼
岸
の
世
界
に
対
し
て
、
そ
れ
を
追
求
す
る
主
体
と
し
て
の

神

を
認
め
て
い
る
。
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慧
遠
は

沙
門
不
敬
王
者
論

で
も
次
の
よ
う
に
い
う
。

推
此
而
論
、
則
知

以

感

以

傳
。

之
母
。

之
根
。

有
會
物
之

。

有
冥
移
之
功
。
但
悟
徹

反
本
。
惑

理

17
物
耳
。

此
を
推
し
て
論
ず
れ
ば
、
則
ち
化
（
万
物
の
生
滅
変
化
〔
輪
廻
〕）
は
情
を
以
っ
て
感
じ
、
神
（
精
神
〔
霊
魂
〕）
は
化
を
以
っ
て
伝
わ
る
と

知
る
な
り
。
情
は
化
の
母
な
り
。
神
は
情
の
根
な
り
。
情
は
物
に
会
わ
る
の
道
有
り
。
神
は
冥
移
（
冥
冥
の
中
に
転
移
し
て
い
く
）
の
功

（
功
用
）
有
り
。
但
だ
悟
徹
（
大
悟
徹
底
）
せ
る
者
は
本
に
反
り
（
根
源
に
反
っ
て
精
神
〔
霊
魂
〕
の
不
滅
を
知
）
る
が
、
理
（
道
理
）
に

惑
え
る
者
は
物
を
逐
う
の
み
（
物
の
世
界
の
変
化
だ
け
を
逐
い
ま
わ
し
て
精
神
〔
霊
魂
〕
の
不
滅
を
さ
と
ら
な
い
）。

慧
遠
と
対
照
す
れ
ば
明
か
で
あ
る
が
、
鳩
摩
羅
什
は
身
の
常
主
で
あ
る

神

を
認
め
て
い

18
な
い
。

②

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義

（

大
乗
大
義
章

）

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義

の
主
題
の
一
つ
に
法
身
の
問
題
が

19
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
と
慧
遠
の
間
に
は
法
身
に
つ
い
て
の
理
解
に
違
い
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
法
身
に
つ
い
て
の
鳩
摩
羅
什
の
慧
遠
に
対
す
る
答
で
の
中
で
、
鳩
摩
羅
什
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
竺
但
言
歌
耶
、
秦
言
或
名

身
、
或
名

衆
、
或
名

部
、
或
名
法
之
體
相
、
或
以
心
心

法
名

身
。
…
衆
事
和
合
、
不
相
離

故
、
得
名

身
。
…
此
中

法
身

、
實
法
體

20
相
也
。

鳩
摩
羅
什
は
、
天
竺
で

歌
耶

と
い
う
の
を
秦
言
で
は
身
と
も
い
い
、
衆
と
も
、
部
と
も
、
法
の
体
相
な
ど
と
も
い
う
と
い
う
。
慧
遠

は

身

の
天
竺
語
と
し
て
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
中
国
語

身

と
い
う
語
意
か
ら
こ
れ
を
身
体
と
理
解
し
た
。
慧
遠
は
す
べ
て
の
仏

法
を
獲
得
し
た

神

を

法
身

と

え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
慧
遠
自
身
の
宗
教
世
界
観
に
は
不
変
不
滅
の

神

が
あ
り
、

鳩
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こ
の
た
め
に
鳩
摩
羅
什
の
説
く
大
乗
中
観
の
性
空
の
真
実
の
意
味
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て

21
い
る
。

以
上
、
鳩
摩
羅
什
の

神

に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
が
、
鳩
摩
羅
什
は
霊
魂
に
あ
た
る
も
の
を
こ
と
さ
ら
に
取
り
上
げ
て
否
定
し

た
の
で
は
な
く
、
常
主
と
い
う
も
の
は
な
い
と
い
う
。
霊
魂
の
否
定
以
前
に
ア
ー
ト
マ
ン
と
し
て
の
神
・
魂
を
す
べ
て
の
も
の
に
つ
い
て

否
定
す
る
の
で
あ
る
。

四

鳩
摩
羅
什
の
思
想
の
裏
付
け
と
な
る
諸
論

①

百
論

に
お
け
る
破
神

前
述
の
と
お
り
、

百
論

は
鳩
摩
羅
什
自
身
の
手
に
よ
っ
て
重
訳
さ
れ
て
い
る
。
僧
肇
の

百
論
序

に
よ
れ
ば
、
鳩
摩
羅
什
が

百
論

を
常
に
味
詠
し
て
心
要
と
し
て
い
た
お
り
、
初
め
に
自
ら
訳
し
て
み
た
が
漢
語
も
よ
く
せ
ず
、
流
暢
な
訳
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
弘
始
六
年
（
四
〇
四
）、
安
城
侯

嵩
が
学
僧
を
集
め
て
羅
什
と
再
校
訂
し
て
正
本
と
し
た
と

22
い
う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
本
来

二
十
品
で
あ
っ
た
の
が
、
鳩
摩
羅
什
が
こ
の
地
即
ち
中
国
に
益
な
し
と
い
う
理
由
で
翻
訳
し
な
か
っ
た
た
め
に
後
半
部
分
を
欠
い
て
伝
わ

っ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で

23
あ
る
。
し
た
が
っ
て
鳩
摩
羅
什
の
伝
え
た

百
論

前
半
の
十
品
は
鳩
摩
羅
什

に
と
っ
て
も
中
国
人
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
論
書
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
。

百
論
の
破
神
品
第
二
で
は
初
め
に
迦
毘
羅
（K

a
p
ila

）
は
言
う
と
し
て
数
論
派
の
絶
対
我
の
説
を

24
挙
げ
、
優
楼
迦
（U

lu
k
a

）
は
言
う

と
し
て
勝
論
派
の
個
人
我
の
説
を

25
挙
げ
た
う
え
で
、
続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

神
が
実
有
で
あ
る

と
い
う
両
者
の
説
を
否
定
し
、

神
が
無
常
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

察
之
實
無

26
有

。

鳩
摩
羅
什
の
神
滅
論
（
河
野

訓
）

四
九



覺
若

相
、

無
常
（
修
妬
路
）。
若
覺
是

相

、
覺
無
常
故

應

27
無
常
。

覺
是
無
常
、
汝

常
。

應
與
覺
異
。
若

覺
不
異

、
覺
無
常
故
、

亦
應

28
無
常
。

②

中
論

に
お
け
る
神
否
定

中
論

に
お
い
て
も
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
神
（
我
と
も
い
う
）
が
否
定
さ
れ
る
。

観
本
住
品
第
九
で
は
本
住
（v

y
a
v
a
sth
ita

）
す
な
わ
ち
も
と
か
ら
存
在
す
る
安
定
し
た
原
理
と
い
う
も
の
を
ま
ず
否
定
す
る
。

如
是
種
種
推
求
、
離
眼
耳
等
根
苦

等
法
、
先
無
本

。
若
必
謂
離
眼
耳
等
根
苦

等
法
有
本

、
無
有

29
是
事
。

す
な
わ
ち
、
か
く
の
如
く
種
種
に
推
求
す
る
に
、
眼
耳
等
の
根
、
苦
楽
等
の
法
を
離
れ
て
、
先
に
本
住
な
し
。
若
し
必
ず
眼
耳
等
の
根
、

苦
楽
等
の
法
を
離
れ
て
本
住
あ
り
と
謂
わ
ば
、
是
の
事
あ
る
こ
と
な
し
。

眼
耳
等
の
根
、
苦
楽
等
の
法
が
属
し
て
お
こ
る
と
こ
ろ
の
も
の
即
ち
本
住
は
な
い
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
神
を
否

定
す
る
。

眼
耳
等

根

苦

等

法

生

大

彼
大
亦

30
無

。

眼
耳
等
の
諸
根
、
苦
楽
等
の
諸
法
の
、
従
り
て
生
ず
る
所
の
諸
大
、
彼
の
大
に
も
亦
た
神
な
し
、
と
い
う
。
さ
ら
に
色
受
想
行
識
の
五
陰

が
神
で
あ
る
、
或
い
は
五
陰
以
外
に
神
と
い
う
の
も
が
別
に
存
在
す
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
い
う
。

有
人

、

應
有
二
種
。
若
五
陰

是

。
若
離
五
陰
有

。

若
五
陰
是

者
、

則
生
滅
相
。
如

中

。
若

是
五
陰

是
生
滅
相
。
何
以
故
。
生
已

敗
故
。
以
生
滅
相
故
、
五
陰
是
無
常
。

如
五
陰
無
常
、
生
滅
二
法
亦
是
無
常
。
何
以
故
。
生
滅
亦
生
已

敗
故
無
常
。

若
是
五
陰
、
五
陰
無
常
故
、

亦
應
無
常
生
滅
相
。
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但
是
事
不
然
。

若
離
五
陰
有

、

無
五
陰
相
。
如

中

。
若

異
五
陰
則
非
五
陰
相
。
而
離
五
陰
更
無
有
法
。
若
離
五
陰
有
法

、
以
何
相

何
法
而
有
。
若
謂

如

離
五
陰
而
有

、
是
亦
不
然
。
何
以
故
。
破
六
種
品
中
已
破

。
無
有
法
名

31

。

す
な
わ
ち
、
人
あ
っ
て
説
く
、

神
に
二
種
あ
る
べ
し
。
若
し
く
は
五
陰
即
ち
是
れ
神
。
若
し
く
は
五
陰
を
離
れ
て
神
あ
り

と
。

先
ず
、
五
陰
が
神
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
若
し
五
陰
が
是
れ
神
な
ら
ば
、
神
は
則
ち
生
滅
の
相
な
ら
ん
。

中
に
説
く
が
如
し
。

若
し
神
是
れ
五
陰
な
ら
ば
、
即
ち
是
れ
生
滅
の
相
な
り

と
。
何
を
以
て
の
故
に
。
生
じ
已
っ
て
壊
敗
す
る
が
故
な
り
。
生
滅
相
を
以

て
の
故
に
、
五
陰
は
是
れ
無
常
な
り
。
五
陰
の
無
常
な
る
が
如
く
、
生
滅
の
二
法
も
亦
是
れ
無
常
な
り
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
生
滅
も

亦
た
生
じ
已
っ
て
壊
敗
す
る
が
故
に
無
常
な
り
。
神
が
若
し
是
れ
五
陰
な
ら
ば
、
五
陰
も
無
常
な
る
が
故
に
、
神
も
亦
た
応
に
無
常
生
滅

相
な
る
べ
し
。
但
だ
是
の
こ
と
然
ら
ず
。

つ
ま
り
、
五
陰
が
神
、
又
は
神
が
五
陰
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
五
陰
が
生
滅
の
相
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
か
ら
、
神
も
生
滅
相
で
あ
り
、

無
常
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
五
陰
を
離
れ
て
神
が
あ
る
、
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
若
し
五
陰
を
離
れ
て
神
あ
ら
ば
、
神
は
即
ち
五
陰
の
相
な
し
。

中
に
説

く
が
如
し
。

若
し
神
、
五
陰
に
異
な
ら
ば
、
則
ち
五
陰
の
相
に
非
ず

と
。
し
か
も
五
陰
を
離
れ
て
更
に
法
あ
る
こ
と
な
し
。
若
し
五

陰
を
離
れ
て
法
あ
ら
ば
、
何
の
相
、
何
の
法
を
以
て
有
り
や
。
若
し
神
は
虚
空
の
如
く
五
陰
を
離
れ
て
有
り
と
謂
は
ば
、
是
れ
亦
た
然
ら

ず
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
破
六
種
品
中
に
已
に
虚
空
を
破
し
た
り
。
法
の
名
づ
け
て
虚
空
と
為
す
も
の
有
る
こ
と
な
し
。

神
と
五
陰
が
違
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
五
陰
以
外
に
存
在
す
る
も
の
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
。
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小

結

慧
遠
の
神
不
滅
論
に
対
し
て
、
鳩
摩
羅
什
は
本
住
を
否
定
し
、
ア
ー
ト
マ
ン
で
あ
る
神＝

我
を
否
定
し
、
更
に
存
在
す
る
も
の
や
そ
の

は
た
ら
き
の
主
宰
と
な
る
常
主
を
否
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
鳩
摩
羅
什
が
大
乗
空
思
想
に
拠
り
、
そ
れ
以
前
の
道
安
ら
が
理
解

に
苦
し
ん
で
い
た
般
若
に
対
す
る
理
論
を
鮮
明
に
し
、
空
、
無
我
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
、
ひ
と
つ
に
は
慧
遠
ら
に
よ
る
神
不
滅
論
、

ひ
と
つ
に
は
鳩
摩
羅
什
の
晩
年
で
あ
る
義

十
三
年
（
四
〇
八
）
十
月
か
ら
翌
十
四
年
一
月
に
か
け
て
法
顕
と
仏
駄
跋
陀
羅
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た

大
般
泥

経

六
巻
の
漢
訳
以
降
、
鳩
摩
羅
什
の
神
を
否
定
す
る

え
は
中
国
仏
教
界
に
お
い
て
は
主
流
と
は
み
な
さ
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

注１

学
会
の
発
表
題

鳩
摩
羅
什
の
非
神
思
想

を
改
題
。

２

戸
田
宏
文

維
摩
経
に
顕
れ
た
鳩
摩
羅
什
三
蔵
の
思
想

（

金
倉
博
士
古
稀
記
念
印
度
学
仏
教
学
論
集

平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
六
年
）。

中
村
元

ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
（
羅
什
）
の
思
想
的
特
徴
｜

維
摩
経

漢
訳
の
し
か
た
を
通
じ
て
｜

（
同
）。

３

鳩
摩
羅
什
の
翻
訳
活
動
に
つ
い
て
は
塚
本
善
隆

鳩
摩
羅
什
論
（
１
）
（

結
城
教
授
頌
寿
記
念
仏
教
思
想
史
論
集

大
蔵
出
版
、
一
九

六
四
年
）
及
び
同

鳩
摩
羅
什
論
（
２
）
（

干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

干
潟
博
士
古
稀
記
念
会
、
一
九
六
四
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、

鎌
田
茂
雄

中
国
仏
教
史

巻
二
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
二
二
五
頁
参
照
。

４

塚
本
善
隆

仏
教
史
上
に
お
け
る
肇
論
の
意
義

（

肇
論
研
究

法
蔵
館
、
昭
和
三
〇
年
）。
鎌
田
茂
雄
前
掲
書
二
二
一
頁
参
照
。

５

出
三
蔵
記
集

巻
八
。
僧
叡

毘
摩
羅
詰
提
経
義
疏
序

自
慧
風
東

法
言
流
詠
已
來
、
雖
曰

肆
格
義
迂
而

本
、
六
家

而
不

。

性
空
之
宗
、
以
今

之
、

得
其
實
。
然

冶
之
功

恨
不
盡
。
當
是
無
法
可
尋
、
非
尋
之
不
得
也
。
何
以
知
之
。
此
土
、
先
出

經
、
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識

性

明
言
處
少
、
存

之

其
處
甚
多
。
中
百
二
論

未
及
此
。
又
、
無

、
誰
與
正
之
。
先
匠

以

章

、
思
決
言

彌

、
良
在
此
也

（
大
五
五
、
五
九
上
一
〜
八
）。

６

平
井
俊
栄

中
国
般
若
思
想
史
研
究

（
春
秋
社
、
一
九
七
六
年
）
八
四
〜
八
五
頁
。

７

湯
用

漢
魏
両
晋
南
北
朝
仏
教
史

上

（
台
湾
商
務
印
書
館
誌
、
一
九
六
一
年
）
二
三
〇
〜
二
三
一
頁
。

８

平
井
俊
栄
前
掲
書
九
〇
頁
。
鎌
田
茂
雄
前
掲
書
二
一
〇
頁
参
照
。

９

出
三
蔵
記
集

巻
十
。
僧
叡

大
智
釈
論
序

論
之
略
本
有
十
萬

。

有
三
十
二
字
、

三
百
二
十
萬
言
。
胡
夏

、

有
煩
簡

之
異
。
三
分
除
二
得
此
百

（
大
五
五
、
七
五
上
一
五
〜
一
七
）。
出
論
後
記

論
初
品
三
十
四

、
解
釋
一
品
、
是

論
其
本
。
二
品
已

下
法
師
略
之
取
其

、
足
以
開
釋

意
而
已
、
不
復
備
其
廣
釋
、
得
此
百

。
若
盡
出
之
、

十
倍
於
此

（
大
五
五
、
七
五
中
一
五
〜
一

八
）。

10

原
著
者
が
龍
樹
で
あ
る
か
否
か
に
は
従
来
よ
り
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
訳
者
鳩
摩
羅
什
の
言
と
思
わ
れ
る
も
の
が

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
干
潟
龍
祥

大
智
度
論
の
作
者
に
つ
い
て

（

印
度
学
仏
教
学
研
究

七
巻
一
号
、
一
九
五
八
年
）
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

11

出
三
蔵
記
集

巻
十
一
。
僧
肇

百
論
序

論
凡
二
十
品
。
品
各
五
十

。
後
十
品
、
其
人
以

無

此
土
。
故
闕
而
不
傳

（
大
五

五
、
七
七
下
七
〜
九
）。

12

注
維
摩
詰
経

巻
第
六
（
大
三
八
、
三
八
二
中
二
一
〜
二
七
）

13

注
維
摩
詰
経

巻
第
二
（
大
三
八
、
三
四
一
中
二
七
〜
二
九
）。
鳩
摩
羅
什
は

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義

で
も
同
様
の
趣
旨
で

因

故

名

人
。
因

散
自
然
而
息

巻
上
（
大
四
五
、
一
二
四
中
五
〜
六
）
と
い
う
。

14

注
維
摩
詰
経

巻
第
二
（
大
三
八
、
三
四
一
下
五
〜
七
）

15

高
僧
伝

巻
第
六
（
大
五
〇
、
三
五
九
上
二
〜
四
）。
但
し
、
大
正
蔵
本
文
で
は
渺＝

眇
、
何＝

河
で
あ
る
が
脚
注
に
よ
り
元
本
、
明
本

の
渺
、
何
を
と
っ
た
。

16

こ
の
読
み
は

定
本
中
国
仏
教
史
Ⅱ

（
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）
六
五
六
頁
に
拠
っ
た
。

17

弘
明
集

巻
第
五

沙
門
不
敬
王
者
論

（
大
五
二
、
三
一
下
一
一
〜
一
四
）。
大
正
蔵
は
物＝

初
。
三
本
、
宮
本
に
従
う
。
慧
遠
の
神

不
滅
論
に
つ
い
て
は
同
論
形
盡
神
不
滅
第
五
に
詳
し
く
、
研
究
論
文
も
多
い
の
で
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
取
り
上
げ
な
い
。

鳩
摩
羅
什
の
神
滅
論
（
河
野

訓
）

五
三



18

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
に

注
維
摩
詰
経

菩
薩
品
第
四
で
は
什
曰
の
あ
と
に
、
問
曰
…
答
曰
、
と
あ
る
文
中
に

諧
神

と
あ
る

（
大
三
八
、
三
三
六
下
八
）。
意
味
は

諧
心

と
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
を
和
ら
げ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の

神

は
人
に
そ

な
わ
る
こ
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る
人
の
う
ち
に
あ
る
魂
（
生
命
魂
）
や
死
後
の
魂
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

19

横
超
慧
日

大
乗
大
義
章
に
お
け
る
法
身
説

（

大
谷
大
学
研
究
年
報

第
十
七
集
、
一
九
六
五
年
。

中
国
仏
教
の
研
究

第
二
（
法

蔵
館
、
一
九
七
一
年
）
所
収
）
参
照
。

20

鳩
摩
羅
什
法
師
大
義

巻
上
（
大
四
五
、
一
二
六
下
七
〜
一
四
）

21

任
継
愈

中
国
仏
教
史

巻
二
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
六
八
二
〜
六
八
三
頁
。

22

出
三
蔵
記
集

巻
十
一
。
僧
肇

百
論
序

有
天
竺
沙
門
鳩

羅
什
。
…
常
味
詠
斯
論
、
以

心

。
先
雖

譯
、
而
方
言
未
融
、
致

令
思
尋

躊
躇

謬

、
標
位

致
。
大
秦
司

尉
安

侯

嵩
、
…

撫
茲

良
多
。
以
弘
始
六
年

壽
星
、
集
理

味
沙
門
與
什

正
本
。
陶

疏
、
務
存
論
旨
。
使
質
而
不
野
、
簡
而
必
詣
。
宗
致
劃
爾
、
無
間
然

（
大
五
五
、
七
七
中
二
七
〜
下

七
）。

23

注
10
参
照
。

24

百
論

巻
上

常
、
覺
相
處
中
、
常

不

不
敗

受

法

（
大
三
〇
、
一
七
〇
下
一
六
〜
一
七
）。

25

百
論

巻
上

實
有

、
常
。
以
出
入
息
、

、

、
壽
命
等
相
故
則
知
有

。
復

以
欲
、
恚
、
苦
、

、
智
慧
等

依
處
故
則
知

有

（
大
三
〇
、
一
七
〇
下
一
八
〜
二
一
）。

26

百
論

巻
上
（
大
三
〇
、
一
七
〇
下
二
四
〜
二
五
）。

27

百
論

巻
上
（
大
三
〇
、
一
七
〇
下
二
七
〜
二
八
）。

28

百
論

巻
上
（
大
三
〇
、
一
七
一
上
四
〜
五
）。

29

中
論

巻
第
二
（
大
三
〇
、
一
三
下
一
三
〜
一
五
）。

30

中
論

巻
第
二
（
大
三
〇
、
一
四
上
二
六
〜
二
七
）。

31

中
論

巻
第
三
（
大
三
〇
、
二
四
上
一
五
〜
二
七
）。

鳩
摩
羅
什
の
神
滅
論
（
河
野

訓
）

五
四



そ
の
他
の
参

文
献

塚
本
善
隆
編

肇
論
研
究

（
法
蔵
館

一
九
五
四
年
）

木
村
英
一
編

慧
遠
研
究

｜
遺
文
篇

（
創
文
社

一
九
六
〇
年
）

牧
田
諦
亮
編

弘
明
集
研
究

巻
中
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
七
四
年
）

同

巻
下
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

一
九
七
五
年
）

吉
川
忠
夫

弘
明
集
・
広
弘
明
集

（
中
央
公
論
社

大
乗
仏
典

中
国
・
日
本
篇

４

一
九
八
八
年
）

中
嶋
隆
蔵

出
三
蔵
記
集
序
巻
訳
注

（
平
楽
寺
書
店

一
九
九
七
年
）

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
注
維
摩
詰
経
研
究
会

対
訳

注
維
摩
詰
経

（
山
喜
房
仏
書
林

二
〇
〇
〇
年
）

鄭
基
良

魏

南
北
朝
形
盡
神
滅
或
形
盡
神
不
滅
的
思
想
論
證

（
文
史
哲
出
版
社

二
〇
〇
二
年
）

劉
立
夫

弘
明
與
明
教

弘
明
集

研
究

（
中
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
〇
四
年
）

鳩
摩
羅
什
の
神
滅
論
（
河
野

訓
）

五
五




	完全版_部分49
	完全版_部分50
	完全版_部分51
	完全版_部分52
	完全版_部分53
	完全版_部分54
	完全版_部分55
	完全版_部分56
	完全版_部分57
	完全版_部分58
	完全版_部分59
	完全版_部分60
	完全版_部分61
	完全版_部分62

